
令和７年度 　日野市立 第二幼稚園 経営重点計画　 令和８年３月公表

★重点計画の概要

★目指す幼稚園像（ビジョン）

取組指標 成果指標

4 子供が自分の力を活かしながら取り組めるような活動の指導を計画的に行うことが90％できた。 4 自分の力を発揮しながら活動に取り組んだ子供が90％いた。

3 子供が自分の力を活かしながら取り組めるような活動の指導を計画的に行うことが80％できた。 3 自分の力を発揮しながら活動に取り組んだ子供が80％いた。

2 子供が自分の力を活かしながら取り組めるような活動の指導を計画的に行うことが70％できた。 2 自分の力を発揮しながら活動に取り組んだ子供が70％いた。

1 子供が自分の力を活かしながら取り組めるような活動の指導を計画的に行うことが70％未満だった。 1 自分の力を発揮しながら活動に取り組んだ子供が70％未満だった。

4 “いのち”や環境に関わる活動計画をすべて実施することができた。 4 意味を理解し、進んで活動に参加したり行動したりした子供が８０％いた。

3 “いのち”や環境に関わる活動計画を９０％以上実施することができた。 3 意味を理解し、進んで活動に参加したり行動したりした子供が７０％いた。

2 “いのち”や環境に関わる活動計画を８０％以上実施することができた。 2 意味を理解し、進んで活動に参加したり行動したりした子供が６０％いた。

1 “いのち”や環境に関わる活動計画を８０％未満しか実施できなかった。 1 意味を理解し、進んで活動に参加したり行動したりした子供が６０％未満だった。

4 職員間で指導と支援の内容や方法の工夫について、情報共有や話し合いを各学期に３回以上行った。 4 自分らしく思いを表し、友達と一緒に生活することを喜んだり楽しんだりする子供が９０％いた。

3 職員間で指導と支援の内容や方法の工夫について、情報共有や話し合いを各学期に３回行った。 3 自分らしく思いを表し、友達と一緒に生活することを喜んだり楽しんだりする子供が８０％いた。

2 職員間で指導と支援の内容や方法の工夫について、情報共有や話し合いを各学期に２回行った。 2 自分らしく思いを表し、友達と一緒に生活することを喜んだり楽しんだりする子供が７０％いた。

1 職員間で指導と支援の内容や方法の工夫について、情報共有や話し合いを各学期に1回行った。 1 自分らしく思いを表し、友達と一緒に生活することを喜んだり楽しんだりする子供が７０％未満だった。

4 園内での異年齢の交流活動を計画の９０％行うことができた。 4 遊びや活動を十分楽しみながら異年齢での生活を送ることができた幼児が９０％いた。

3 園内での異年齢の交流活動を計画の８０％行うことができた。 3 遊びや活動を十分楽しみながら異年齢での生活を送ることができた幼児が８０％いた。

2 園内での異年齢の交流活動を計画の７０％行うことができた。 2 遊びや活動の楽しさを十分感じながら異年齢での生活を送ることができた幼児が７０％いた。

1 園内での異年齢の交流活動を行ったのが計画の７０％未満だった。 1 遊びや活動の楽しさを十分感じながら異年齢での生活を送ることができた幼児が７０％未満だった。

4 子供が喜びや感謝の気持ちを表しながら、進んで取り組みたくなる活動の計画をすべて行うことができた。 4 地域の方や保護者に、体験した喜びや感謝の気持ちを表した子供が９０％いた。

3 子供が喜びや感謝の気持ちを表しながら、進んで取り組みたくなる活動の９０％行った。 3 地域の方や保護者に、体験した喜びや感謝の気持ちを表した子供が８０％いた。

2 子供が喜びや感謝の気持ちを表しながら、進んで取り組みたくなる活動の８０％を行った。 2 地域の方や保護者に、体験した喜びや感謝の気持ちを表した子供が７０だった。

1 子供が喜びや感謝の気持ちを表しながら、進んで取り組みたくなる活動は８０％未満だった。 1 地域の方や保護者に、体験した喜びや感謝の気持ちを表した子供が７０％未満だった。

4 他の教育機関や未就園児などとの交流活動を計画通りに行った。 4 様々な人と一緒に遊ぶことを楽しみながら、交流活動に参加した幼児が９０％以上いた。

3 他の教育機関や未就園児などとの交流活動を計画の９０％行った。 3 様々な人と一緒に遊ぶことを楽しみながら、交流活動に参加した幼児が８０％以上いた。

2 他の教育機関や未就園児などとの交流活動を計画の８０％行った。 2 様々な人と一緒に遊ぶことを楽しみながら、交流活動に参加した幼児が７０％以上いた。

1 他の教育機関や未就園児などとの交流活動を行ったのが計画の８０％未満だった。 1 様々な人と一緒に遊ぶことを楽しみながら、交流活動に参加した幼児が７０％未満だった。

※評価指標・評価基準は、２の段階を現状としています。

・絵本読み聞かせの先生や友達のお
母さんの話をよくしている。
・まだそこまでの視野は広がってい
ないように感じる。
・こちらが促せば「ありがとう」な
どの感謝の言葉を口にするが、本当
に感じているかは疑問。

地域の方に接する機会はあった
が、園の活動に保護者が関わる機
会が設定されていない。保護者の
実態も見とりながら、負担のない
範囲で保護者に園の活動に関わっ
てもらい、子ども達にその姿を返
せるように考えていく。

地域にある教育機関と
の関わりを通して、
様々な体験をする。

他の教育機関との関わりの中
で、様々な人と遊ぶことを楽
しみながら活動に参加する。

幼稚園、保育園、小学校などの諸機関との連
携や、地域の子育て支援としての未就園児交
流の機会など、継続した交流を行う。

3 2

・人数が少ないので異年齢や七幼と
の交流で集団を経験できるのはあり
がたい。できたらもっと回数を増や
したい。
・七幼の先生や友達の名前をよく口
にする。七幼に行く際には事前に伝
えると嬉しそう。
・本人にとっては不安が強いが頑
張っている。

園内での未就園児との関わりは定
期的に行い、親しみやかわいらし
さを感じている様子がうかがわれ
る。一方、小学校や保育園など慣
れない環境では緊張感や不安感が
解消されず、難しさが残った。

地域の方や保護者を活
用した体験の場を通し
て、多様な立場の人の
存在を知り、関わりか
たを学ぶ。

地域の方や保護者の協力を得
た多様な体験の中で、喜びや
感謝の気持ちを通して、多様
な人との関わり方を知る。

子供が喜びや感謝の気持ちをもち、進んで取
り組むことができるような活動を、地域の方
や保護者と協同して計画する。

2 2

　社会と
未来に開
き、みん
なでつく
る

・先生方のあたたかい眼差しに見守
られ、のびのびと楽しんでいる。
・本人なりのペースで自分を出せて
いるように感じる。
・友達の表情を見て気持ちを察し、
自分がどうしたらいいか考えて行動
している。
・友達のすごいところを話してくれ
る。

年度当初は自分の思いや考えを表出す
ることが難しかった幼児が多かった
が、遊びの掲示を工夫したり、４・５
歳児合同での保育を進める中で、自分
なりの言葉や動きを表出する様子が多
くみられるようになった。
取組指標の表記について検討が必要。
日常的な情報交換を評価できるように
していく。

園内での異年齢交流を
通して、遊びの充実、
人と関わる力を育む

一人一人が遊びの幅を広げた
り、深めたり、友達と関わる
ことを楽しんだりする。

４・５歳児が一緒に楽しめる遊びや活動、生
活するための環境構成や教師の援助を探り、
交流活動を充実させる。
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・年齢関係なく楽しく関わってい
る。
・つき組に遊んでもらうことが楽し
い様子。
・年下の子に対して優しく声を掛け
ている。

４・５歳児合同での保育を行うの
は初めてだったが、遊びや活動、
環境構成について、時期や実態、
経験させたいことに応じて工夫し
て提示、構成することができた。
子ども達の姿としても４・５歳児
が仲間として関わりを深める、遊
びや活動が広がる様子が見られて
いる。

一人一人のニーズに応
じた教育環境の充実を
図る

子供たち一人一人が個性を発
揮する喜びや、友達と一緒に
生活する喜びを感じる。

子供の発達の特性や個性など、実態の把握に
努めるとともに、言動や内面、心の動きにつ
いて、全職員で意見交換・情報交換を行うこ
とで幼児理解を深め、指導体制を充実させ
る。

2 3

　みんな
の多様な
学びとし
あわせを
つくる

幼児の実態に応じて活動、取り組み方
を工夫してきたことで、力を発揮する
ことができた。一方、教師の姿勢とし
て、どこまで頑張らせるか、どこに目
標をもたせるか悩むことが多かった。
もう少し粘ってもよかったのでは、と
思われたこともあった。また、課題へ
の向き合わせ方には家庭とのすり合わ
せも必要であった。

“いのち”を大切にし
ようとする意識を高め
る

“いのち”や環境を守るため
に自分にできることを知り、
必要な行動を実行・継続す
る。

小動物・植物の世話を通して、命をつなぐ体
験を行う。
野菜くずを生かした土つくりを通じてSDGｓ
に関わる活動を行う。
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・土を作り野菜を育て、成長したら
それをいただくということ、うさぎ
やかめのお世話をすることは大変よ
い経験となっている。
・園で育てた野菜を食卓やお弁当に
加えると、嬉しそうに食べている。
・あまり食べなかった野菜も食べる
ようになった。

栽培物に関しては継続的な教師の意識も大
切だが、子ども自身が必要性を実感できる
ようにすることも大切だと感じた。子ども
自身の意識をどのように育てていくかが課
題である。飼育物に関しては、夏休みの世
話など、無理のない範囲で継続して関わる
ことができた。うさぎが不調になったこと
が子ども達が生き物をいたわる気持ちをも
つことにつながった。

生きる力の基礎となる
知識や技能を活用する
ために思考力・判断
力・表現力を高める

自分たちの生活がより広がる
ように、考えたり工夫したり
挑戦したりなどの経験をしな
がら、興味・関心をもって活
動に取り組む。

子供が自分の好きなことや得意なことを活か
しながら、目的に向かって仲間と協力して取
り組む活動を計画的に取り入れる。
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・園生活を通して挑戦してきたこと
が自信となり、やりたい遊びが見つ
けやすくなった。
・前はできないことは避けていたけ
れど今はチャレンジしようと思って
いる。

保護者アンケートより

「一人一人の安定、充実から　つなげよう　いろいろな遊び、人との関わりの楽しさへ」
プロジェクト
設定理由
・やりたい遊びを見つけて遊ぶ幼児がいる一方で、自ら遊びを見つけにくい幼児、興味
関心をもちにくい幼児もいる。また思いや考えをもちながら遊ぶ幼児がいる一方で、思
いを表しにくい幼児もいる。まずは幼児一人一人が安心して過ごし、自分のやりたいこ
とを十分楽しむ経験を重ねたうえで、いろいろな遊び、人との関わりへ向かえるよう、こ
のプロジェクトを設定した。
内容
①幼児の興味・関心に基づいた遊びや活動の提示
②学年ごとの役割を意識した遊びや活動の提示
③異年齢（３・４・５歳児、未就園児）での触れ合い活動や合同活動
④他園児（第七幼稚園、近隣保育園）との交流活動・合同活動
⑤小学生との交流活動
⑥地域の方や保護者との触れ合い活動

◆よく遊ぶ元気な子　　　　（自分で決めた目標に向かって一生懸命取り組みやり抜く子ども）
◆じっくり考え行動する子　（自分たちで考え、伝え合い、葛藤を乗り越え協働する子ども）
◆豊かに感じて表現する子　（自分の思ったことや感じたことを安心して表現し、お互いの違いや個性を認め合う子ども）

　みんな
が当事者
として、
自ら歩む
道をつく
る

領域 中期経営目標 短期経営目標 具体的方策
評価指標・評価基準

評価点

◆笑顔と優しさがあふれる幼稚園　◆子どものことを第一に考えながら、子ども達全員の居場所と自分の力を発揮する場所となる幼稚園　◆保護者や地域の方と共に子どもを育てる幼稚園　

◆いのちを預かる責任をもち、一人一人の子どもに寄り添い、個々の発達に応じて適切に関わる教師
◆子どもがわくわくどきどきしながら遊びたくなる活動をチームで創造し子どもとともに作り上げる教師

人権尊重の精神を基盤に、すべての“いのち”がよろこびあふれる今と未来をつくっていく力の基礎を育み、人間性豊かな幼児の育成を目指す。
〇よく遊ぶ元気な子　〇じっくり考え行動する子　◎豊かに感じて表現する子

自己評価シート　

結果の分析と改善策

★幼稚園教育目標

【目指す幼児像】

【目指す幼稚園像】

評価点

【目指す教師像】


